
　
　
　
香
典
返
し

編 集 後 記
▽
今
月
は
、
宇
土
市
の
花
、
ア
ジ
サ
イ
の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ス
マ
ホ
や
カ
メ
ラ
片
手
に
、

ア
ジ
サ
イ
巡
り
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
▽
6
月
号
か
ら
、

広
報
紙
を
4
人
で
作
っ
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
大
好
き(

東)

、

ハ
モ
リ
は
外
さ
な
い(

古)

、
コ
ー
ヒ
ー
大
好
き(

鳥)

、

お
肉
に
お
米
に
食
欲
旺
盛
な(

松)

の
4
人
で
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。
さ
っ
そ
く
、イ
ラ
ス
ト
修
行
中
の(

鳥)

さ
ん
が
、

メ
ン
バ
ー
の
似
顔
絵
を
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。
次
号
か
ら

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
編
集
後
記
を
書
く
予
定
な
の
で
、
そ
れ

も
お
楽
し
み
に
！
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
面
白
い
人
が
い
る

な
ど
地
域
の
ネ
タ
募
集
中
で
す
。
お
持
ち
の
人
は
広
報
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。(

み)

改
め(

松)

▽
境
目
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　坂
田
ミ
ツ
子
　
　
　
　
　亡
夫
　昭
雄
　
　
　
　
　
　
　
　（
九
五
）

▽
城
塚
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
山
生
子
　
　
　
　
　
　亡
夫
　征
二
　
　
　
　
　
　
　
　（
八
五
）

▽
船
場
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　伊
藤
誠
基
　
　
　
　
　
　亡
母
　幸
子
　
　
　
　
　
　
　
　（
九
三
）

▽
長
浜
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　甲
斐
道
男
　
　
　
　
　
　亡
妻
　ヨ
シ
エ
　
　
　
　
　
　
　（
九
〇
）

▽
上
網
田
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
田
博
基
　
　
　
　
　
　亡
母
　チ
ツ
子
　
　
　
　
　
　
　（
九
三
）

▽
岩
古
曽
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
野
光
雄
　
　
　
　
　
　亡
妻
　照
香
　
　
　
　
　
　
　
　（
七
〇
）

▽
上
網
田
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　田
代
み
つ
ゑ
　
　
　
　
　亡
夫
　孝
幸
　
　
　
　
　
　
　
　（
七
七
）

▽
松
山
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　上
村
哲
也
　
　
　
　
　
　亡
母
　節
江
　
　
　
　
　
　
　（
一
〇
四
）

▽
岩
古
曽
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　後
藤
八
千
代
　
　
　
　
　亡
夫
　邦
雄
　
　
　
　
　
　
　
　（
九
一
）

▽
下
網
田
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
島
加
代
子
　
　
　
　
　亡
夫
　國
勝
　
　
　
　
　
　
　
　（
八
六
）

▽
神
馬
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　内
山
盛
幸
　
　
　
　
　
　亡
妻
　和
子
　
　
　
　
　
　
　
　（
八
二
）

▽
石
橋
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　村
田
　悟
　
　
　
　
　
　亡
父
　光
義
　
　
　
　
　
　
　
　（
九
二
）

▽
三
拾
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　平
江
サ
エ
子
　
　
　
　
　亡
夫
　益
喜
　
　
　
　
　
　
　
　（
八
二
）

▽
長
浜
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
島
栄
一
　
　
　
　
　
　亡
父
　判
二
　
　
　
　
　
　
　
　（
九
八
）

▽
定
府
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　梶
浦
尚
子
　
　
　
　
　
　亡
父
　森
　昭
一
　
　
　
　
　
　（
九
八
）

▽
野
鶴
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　釡
賀
ミ
チ
子
　
　
　
　
　亡
夫
　重
夫
　
　
　
　
　
　
　
　（
八
七
）

元
げ ん

樹
き

だより
市長からのメッセージ

元松 茂樹

▲こちらからも
　ご覧いただけます

市長の部屋

　「
行
政
手
続
」と
聞
く
と
、窓
口
で
長
時
間
待
た
さ

れ
た
り
、書
類
を
記
入
し
た
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
お

持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
実
は
今
、そ
の
常
識
が

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
従
来
、窓
口
で
の

申
請
が
基
本
だ
っ
た
行
政
手
続
き
の
多
く
が
、今
で

は
オ
ン
ラ
イ
ン（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
た

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）で
簡
単
に
行
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、引
越
し
の
際
に
必
要
な
転
出
手
続
き
や

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請（
※
１
）。マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

活
用
す
る
こ
と
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
手
続
き
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
忙
し
く
て
手
続
き
に
行
く
時
間

が
な
い
」と
い
う
方
に
は
、大
変
便
利
な
仕
組
み
で
す
。

　
さ
ら
に
、全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設

置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
使
う
こ
と
で
、

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
各
種
証

明
書
を
、来
庁
す
る
こ
と
も
申
請
書
を
書
く
こ
と
も

な
く
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。窓
口
で
の
手
続

き
よ
り
も
手
数
料
を
安
く
設
定
し
て
お
り
、休
日
や

早
朝・
夜
間
に
利
用
で
き
る
点（
※
２
）も
大
き
な
魅

力
で
す
。「
使
っ
て
み
た
い
け
ど
操
作
が
不
安
…
」と

い
う
方
は
、市
庁
舎
内
に
設
置
し
て
あ
る
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。職
員
が
丁
寧
に

操
作
方
法
を
ご
説
明
し
ま
す
の
で
、初
め
て
の
方
も

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
こ
う
し
た
各
種
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や
サ
ー
ビ
ス
の

多
く
で
必
要
と
な
る
の
が「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

で
す
。
本
人
確
認
や
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き

る
だ
け
で
な
く
、今
後
は
運
転
免
許
証
と
の
一
体
化

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、カ
ー
ド
１
枚
で
さ
ま
ざ
ま
な

手
続
き
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、本
市
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率
は
、令
和
７
年
１
月

時
点
で
７
９
．
５
％
と
全
国
平
均
の
７
７
．
６
％
を

上
回
る
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
数
字
か

ら
も
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

に
必
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
は
、人
々
の
生
活

を
便
利
で
快
適
に
す
る
た
め
の
手
段
で
す
。市
と
し

ま
し
て
も
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
、さ

ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
１
）転
出
に
伴
う〝
転
入（
転
居
）届
け
の
提
出
〞、

〝
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
〞は
、窓
口
に
出
向
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
２
）戸
籍
関
係
の
書
類
の
交
付
時
間
は
、平
日
８
時

30
分
〜
17
時
15
分

＊
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

だより
元松 茂樹

市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

社
協
へ
の
ご
寄
附
は
、確
定
申
告
な
ど
で
、所
得
税
法
と
地
方
税
法
の「
寄
附
金
控
除
」が
で
き
ま
す
。

（
※
5
月
10
日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
）

（古） （東）

（松） （鳥）
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